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本市は、四国の瀬戸内海側のほぼ中央に位置する四国屈指の工業都市であ
る。また、別子銅山の開坑により繁栄した住友グループ企業発祥地であり、環
境問題を克服して発展してきたという歴史があり、市民の誇り、市への愛着へ
の源泉となっている。他都市同様、人口減少、超高齢化の加速、医療・福祉に
かかる扶助費の急増、都市インフラの老朽化など喫緊の課題を抱えている。

①未来を創り出す子どもが育つまち、②健康でいきいきと暮らし、支えあ
うまち、③活力とにぎわいにみち、魅力ある職場が生み出されるまち、④
安全・安心・快適を実感できるまち、④安全・安心・快適を実感できるまち、
⑤人と地域の力で豊かな心を育み、つながり、学び合うまち、⑥人と自
然が調和した快適に生活できるまち、⑦持続可能なまち
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2030年のあるべき姿

2030年のあるべき姿の
実現に向けた優先的な
ゴール・ターゲット

情報発信 普及展開性自治体ＳＤＧｓに資する取組

各種計画への反映 行政体内部の執行体制 ステークホルダーとの連携

自律的好循環の形成へ
向けた制度の構築等

2022年度SDGs未来都市全体計画提案概要（提案様式２）

提案全体のタイトル： ～先人の思いをつなぎ、シビックプライドを次のアクションへ～
「ＳＤＧｓ未来都市にいはま」実現プロジェクト

提案者名：愛媛県新居浜市

全体計画の概要： 先人から受け継いだ豊かな自然や産業基盤という貴重な財産を次世代に責任をもって引き継ぐため、市への誇りや愛着を持つ市民、団体、
企業が経済、社会、環境の三側面の取組で結びつき、好循環を生むことで、人口減少や環境保全などの主要課題に対応し、誰一人取り残すことなく、みんなが
輝く持続可能なまちづくりを目指す。

【経済】 【社会】 【環境】
③
活力とにぎわいにみち
魅力ある職場が生み
出されるまち

①⑤⑦
未来を創り出す子どもが育つ、
つながり学び合う、持続可能な
まち

⑥
人と自然が調和した
快適に生活できるまち

【経済】・ＳＤＧｓ推進企業登録制度
・働き方改革推進企業登録制度
・女性活躍等推進事業所認証制度 など

【社会】・ユネスコスクールにおけるＥＳＤの充実
・ＳＤＧｓアートフェスティバルの開催
・公募補助制度による市民活動支援 など

【環境】・地域マイクログリッド推進事業
・地域スマートシティ推進事業
・カーボンニュートラルポートの形成 など

【域内向け】
・ＥＳＤ教育における児童・生徒・保護者への発信
・市広報誌・コミュニティＦＭでの発信
・出前講座による発信 など
【域内・域外向け】
・にいはまＳＤＧｓプラットフォームを活用した発信
・カーボンゼロシティ宣言
・連携協定都市、企業への発信
・シティプロモーションと連携した発信 など

・本市の７つの主要課題は地方都市の大半が
直面しているもので、本市の対応策について
も多少の独自性はあるが、多くの自治体にお
いて実施可能である。
・「市民が市に誇りを持ち、愛着を感じているこ
と」は持続可能なまちづくりを進めるうえでの
前提条件であり、どの自治体においても、その
現状把握、向上に向けた取組が必要であり、
本市の取組の普及展開性は高い。

・第六次新居浜市長期総合計画（2021～2030）
・第２次新居浜市総合戦略（2020～2024）
・新居浜市地球温暖化体対策地域計画
（2021～2030）
・その他計画も計画策定時（見直し時）には、SDGの
理念、17のゴールとの関連等を明記している。

「ＳＤＧｓの達成に向けた取組など企業価値
の向上に取り組んでいる魅力ある企業」や「地
域課題の解決に向け、主体的に取り組んでい
る団体等」と連携し、様々な取組を進める。
（モデル事業で提案するにいはまＳＤＧｓプラッ
トフォームの枠組を活用）

・新居浜ＳＤＧｓ未来都市推進本部を設置
本部長 ：市長
副本部長：副市長、教育長
本部員 ：各部局長
・推進本部において、庁内におけるＳＤＧｓに係る各
施策の方向性や実施可否を協議し方針を決定する。

本市では、ＳＤＧｓの達成に向けて、「環境」「社会」「経済」の3側面の取組に意欲的に取り組んでいる企業を登録する「新居
浜市ＳＤＧｓ推進企業登録制度」を2020年にスタートしており、2022年2月時点で26事業所を登録している。こうした企業の
存在、活動内容を広く周知し、市内全体に拡大・展開していくため「にいはまＳＤＧプラットフォーム」を設置する。
プラットフォームの枠組を活用し、ＳＤＧｓに関連する取組を行っている（今後行う）市民・企業・団体のネットワークを構築し、
広く情報共有できる体制を整備することにより、市全体のステークホルダーに次のチャレンジを促す好循環が期待できる。


